
JP 2014-520819 A 2014.8.25

(57)【要約】
　次式：
　　【化１】

　を有するイソソルビドジエステルを含む、パーソナル
ケア組成物が開示され、式中、Ｒ’及びＲ”は、独立し
て、直鎖又は分岐鎖Ｃ1～30鎖から選択され、飽和又は
不飽和であってよい。組成物には、イソソルビドジエス
テルに可溶性の固形ＵＶ有効成分と、皮膚科学的に許容
可能なキャリアを更に含有させることができる。パーソ
ナルケア組成物は、水を含む水相及び油相を有するエマ
ルションの形態であってよい。油相は、イソソルビドジ
エステルと、イソソルビドジエステルに可溶性の固形Ｕ
Ｖ有効成分を含有し得る。特定の実施形態では、イソソ
ルビドジエステルに可溶性の固形ＵＶ有効成分は、４－
ｔｅｒｔ－ブチル－４’－メトキシジベンゾイルメタン
、ビス－エチルヘキシルオキシフェノールメトキシフェ
ニルトリアジン、及びこれらの組み合わせから選択され
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ．次式を有するイソソルビドジエステル：
【化１】

　（Ｒ’及びＲ”は、独立して、直鎖又は分岐鎖のＣ1～30鎖から選択され、飽和又は不
飽和であってよく、好ましくは、Ｒ’及びＲ”は飽和直鎖又は分岐鎖のＣ７鎖であり、よ
り好ましくはＲ’及びＲ”は飽和直鎖Ｃ７鎖である）と、
　ｂ．前記イソソルビドジエステルに可溶性の固形ＵＶ有効成分、好ましくは前記イソソ
ルビドジエステルに０．１～１０％の可溶性の固形ＵＶ有効成分と、
　ｃ．皮膚科学的に許容可能なキャリアと、を含む、パーソナルケア組成物。
【請求項２】
　Ｒ’及びＲ”が同じである、請求項１に記載のパーソナルケア組成物。
【請求項３】
　前記固形ＵＶ有効成分が、４－ｔｅｒｔ－ブチル－４’－メトキシジベンゾイルメタン
、ビス－エチルヘキシルオキシフェノールメトキシフェニルトリアジン、２，４，６－ト
リアニリノ－（ｐ－カルボ－２’－エチルヘキシル－１’－オキシ）－１，３，５－トリ
アジン、ジエチルヘキシルブタミドトリアゾン、ジエチルアミノヒドロキシベンゾイルヘ
キシルベンゾエート、ベンゾフェノン－３、４－メチルベンジリデンカンファー、エチル
ヘキシルビス－イソペンチルベンゾオキサゾリルフェニルメラミン及びこれらの組み合わ
せから選択され、好ましくは、４－ｔｅｒｔ－ブチル－４’－メトキシジベンゾイルメタ
ン、ビス－エチルヘキシルオキシフェノールメトキシフェニルトリアジン、及びこれらの
組み合わせから選択される、請求項１又は２に記載のパーソナルケア組成物。
【請求項４】
　前記固形ＵＶ有効成分を可溶化するのに十分な量の前記イソソルビドジエステルを含む
、請求項１～３のいずれか一項に記載のパーソナルケア組成物。
【請求項５】
　固形ＵＶ有効成分１重量部毎に、少なくとも２重量部、より好ましくは５重量部、最も
好ましくは１０重量部のイソソルビドジエステルを含む、請求項１～４のいずれか一項に
記載のパーソナルケア組成物。
【請求項６】
　光安定剤、好ましくは、メトキシクリレン、ジエチルヘキシル２，６－ナフタレート、
ジエチルヘキシルシリンジリレンマロネート、及びこれらの組み合わせからなる群から選
択される光安定剤を更に含む、請求項１～５のいずれか一項に記載のパーソナルケア組成
物。
【請求項７】
　ＵＶ有効成分１重量部毎に、少なくとも１重量部の光安定剤を含む、請求項６に記載の
パーソナルケア組成物。
【請求項８】
　追加のＵＶ有効成分、好ましくは、４－ｔｅｒｔ－ブチル－４’－メトキシジベンゾイ
ルメタン以外のジベンゾイルメタン化合物、２－エチルヘキシル－ｐ－メトキシシンナメ
ート、オクチルジメチル－ｐ－アミノ安息香酸、２－エチルヘキシル－２－シアノ－３，
３－ジフェニルアクリレート、２－エチルヘキシルサリチレート、ホモメンチルサリチレ
ート、２－フェニルベンゾイミダゾール－５－スルホン酸、２－（ｐ－ジメチルアミノフ
ェニル）－５－スルホンベンゾオキサゾイン酸、フェニルジベンゾイミダゾールテトラス
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ルホン酸二ナトリウム、ジヒドロキシジメトキシジスルホベンゾフェノンナトリウム、ポ
リシリコン－１５、イソアミルｐ－メトキシシンナメート、二酸化チタン、酸化亜鉛、メ
チレンビス－ベンゾトリアゾリルテトラメチルブチルフェノール、及びこれらの組み合わ
せから選択されるものを更に含み、最も好ましくは前記追加のＵＶ有効成分が２－エチル
ヘキシル－２－シアノ－３，３－ジフェニルアクリレートである、請求項１～７のいずれ
か一項に記載のパーソナルケア組成物。
【請求項９】
　ａ．水を含む水相と、
　ｂ．前記イソソルビドジエステルと前記イソソルビドジエステルに可溶性の前記固形Ｕ
Ｖ有効成分とを含む油相と、を含むエマルション形態である、請求項１～８のいずれか一
項に記載のパーソナルケア組成物。
【請求項１０】
　ａ．固形ＵＶ有効成分を準備する工程と、
　ｂ．前記固形ＵＶ有効成分を可溶化するのに十分な量のイソソルビドジエステルを組み
合わせて、油相を生成する工程（前記イソソルビドジエステルは次式
【化２】

　有し、式中、Ｒ’及びＲ”は、独立して、直鎖又は分岐鎖のＣ1～30鎖から選択され、
飽和又は不飽和であってよい）と、
　ｃ．前記固形ＵＶ有効成分が溶解するまで前記油相を均質化させる工程と、を含む、請
求項１に記載のパーソナルケア組成物の製造方法。
【請求項１１】
　ａ．次式を有するイソソルビドジエステル：

【化３】

（式中、Ｒ’及びＲ”は、独立して、直鎖又は分岐鎖のＣ1～30鎖から選択され、飽和又
は不飽和であってよく、Ｚ1～Ｚ6は、独立して、水素、ヒドロキシル、アミノ、アミド、
Ｒ’、又はＲ”から選択される）と、
　ｂ．前記イソソルビドジエステルに可溶性の固形ＵＶ有効成分と、
　ｃ．皮膚科学的に許容可能なキャリアとを含む、組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、固形ＵＶ有効成分用の溶媒としてイソソルビドジエステルを含むパーソナル
ケア組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　日焼け止め剤として使用するために、あるいはＵＶ保護に関係する二次効果を提供する
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ために、数多くのパーソナルケア組成物が処方されている。ＵＶ吸収能を備える組成物を
提供する際にはＵＶ有効成分が使用される。広範なＵＶスペクトルにわたって吸収効果を
提供する、よりロバストなＵＶ有効成分の多くは固形成分である。これらの固形ＵＶ有効
成分は、効果及び消費者に許容される組成物を提供するにあたり可溶化させる必要がある
。例えば、ブチルメトキシジベンゾイルメタン（すなわち、アボベンゾン）及び／又は（
２－ヒドロキシ－４－メトキシフェニル）－フェニルメタノンベンゾフェノン－３（すな
わち、ベンゾフェノン－３）あるいはビス－エチルヘキシルオキシフェノールメトキシフ
ェニルトリアジン（すなわち、ベモトリジノール（bemotrizinol））といったトリアジン
化合物などの固形ＵＶ有効成分は、これらの有効成分を溶液又はエマルションとしてとど
め、結晶化を防ぐために、溶媒を必要とする。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　これまでに、固形ＵＶ有効成分の可溶化には数種類の溶媒が使用されてきた。Ｃ１２～
Ｃ１５安息香酸アルキルなどのカルボン酸の脂肪酸エステルは、固形ＵＶ有効成分の溶媒
として周知のものである。アジピン酸ジイソプロピルなどのアジピン酸のエステルは、固
形ＵＶ有効成分の、別の好適な部類の溶媒である。固形ＵＶ有効成分に幅広く使用される
部類の溶媒としては、エチルＮ－アセチル－Ｎ－ブチルアミノプロピオネート、又はより
好ましくは、イソプロピルラウロイルサルコシネートなどのアミド油が挙げられる。しか
しながら、固形ＵＶ有効成分には未だに更に別の溶媒が必要とされている。詳細には、Ｕ
Ｖ有効成分を可溶化しつつ、１つ以上の追加の皮膚又は毛髪ケア効果も提供し得る溶媒が
必要とされている。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　パーソナルケア組成物には、次式：
【０００５】
【化１】

　を有するイソソルビドジエステルを含む、パーソナルケア組成物が開示され、式中、Ｒ
’及びＲ”は、独立して、直鎖又は分岐鎖Ｃ1～30鎖から選択され、飽和又は不飽和であ
ってよい。組成物には、イソソルビドジエステルに可溶性の固形ＵＶ有効成分と、皮膚科
学的に許容可能なキャリアを更に含有させることができる。
【０００６】
　パーソナルケア組成物は、水を含む水相及び油相を有するエマルションの形態であって
よい。油相には、上記式を有するイソソルビドジエステルを含有させることができ、式中
、Ｒ’及びＲ”は、独立して、直鎖又は分岐鎖Ｃ1～30鎖であり、飽和又は不飽和であっ
てよい。油相には、イソソルビドジエステルに可溶性の固形ＵＶ有効成分を更に含有させ
ることができる。特定の実施形態では、イソソルビドジエステルに可溶性の固形ＵＶ有効
成分は、４－ｔｅｒｔ－ブチル－４’－メトキシジベンゾイルメタン、ビス－エチルヘキ
シルオキシフェノールメトキシフェニルトリアジン、及びこれらの組み合わせから選択さ
れ得る。
【０００７】
　前述のパーソナルケア組成物の製造方法が開示される。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
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　本発明のパーソナルケア組成物は、スキンケア、化粧品、及びヘアケア製品に使用する
ことができ、その非限定的な用途としては、保湿剤、コンディショナー、老化防止化合物
、美白化合物、及びこれらの組み合わせが挙げられる。組成物は、顔、首、手、腕、及び
紫外線に曝露される身体の他の領域のケラチン組織に適用される。
【０００９】
　本発明のすべての実施形態では、すべての百分率は、特に記載のない限り、パーソナル
ケア組成物の重量による。すべての比率は、特に記述のない限り、重量比である。すべて
の数値範囲は、より狭い範囲を含む。有効数字の数は、指示されている量を限定するもの
でもなく、測定の精度を限定するものでもない。すべての測定は、周囲条件で実施される
ものと理解され、「周囲条件」とは、約２５℃、０．１ＭＰａ（約１気圧）及び相対湿度
約５０％における条件を意味する。
【００１０】
　「パーソナルケア組成物」とは、哺乳類のケラチン組織上に局所適用するのに好適な組
成物を意味する。
【００１１】
　「ケラチン組織」とは、皮膚、毛髪、爪、角皮等を含むが、これらに限定されない哺乳
類の最も外側の保護相として配置されるケラチン含有層を指す。
【００１２】
　「安定」及び「安定性」は、輸送、保管及び使用において付されることが合理的に予期
される条件、例えば約０℃～約４０℃の温度で少なくとも３０日間などの条件に曝された
際に、化学性、物理的均一性及び／又は色が実質的に不変である組成物を指す。
【００１３】
　「誘導体」は、相対する分子と類似しているものの、特定の官能性部分が異なっている
分子を指す。誘導体は既知の反応経路により生成され得る。好適な官能基としては、エス
テル、エーテル、アミド、アミン、カルボン酸、ヒドロキシル、ハロゲン、チオール及び
／又は関連する分子の塩誘導体が挙げられる。
【００１４】
　「置換された」は、ヘテロ原子による置換を少なくとも１つ含んでいることを意味する
。置換基の非限定例としては、酸素原子及び窒素原子などの原子、並びにヒドロキシル基
、エーテル基、アルコキシ基、アシルオキシアルキル基、オキシアルキレン基、ポリオキ
シアルキレン基、カルボン酸基、アミン基、アシルアミノ基、アミド基、ハロゲン含有基
、エステル基、チオール基、スルホン酸基、チオ硫酸基、シロキサン基及びポリシロキサ
ン基などの官能基が挙げられる。
【００１５】
　「非水溶性」は、２５℃及び０．１ＭＰａ（１ａｔｍ）及び中性ｐＨにて、１００ｍＬ
の水に溶解する溶質が約０．０１ｇ未満であることを意味する。
【００１６】
　組成物に関連して使用される用語「塗布する」又は「塗布」は、本発明の組成物をケラ
チン組織表面上に塗布し又は拡げることを意味する。
【００１７】
　「皮膚科学的に許容可能」は、記載の組成物又は成分が、過度の毒性、不適合性、不安
定性、アレルギー反応性などを有さず、ヒト皮膚組織などのケラチン組織と接触させて使
用する上で適したものであることを意味する。
【００１８】
　組成物に関して、用語「リーブオン」は、塗布後ケラチン組織上に付着させたままにす
ることが意図される組成物を意味する。これらのリーブオン組成物は、皮膚に塗布した後
、続いて（数分以内に）洗浄、すすぎ、又は拭き取りなどのいずれかにより除去される組
成物とは区別される。リーブオン組成物では、シャンプー、洗顔料、手洗浄剤、ボディウ
ォッシュ又は身体用洗浄剤などのような洗い流し型の適用は除外される。リーブオン組成
物は、洗浄用界面活性剤又は合成界面活性剤を実質的に含まなくてよい。例えば、「リー
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ブオン組成物」は、少なくとも１５分間ケラチン組織上に付着させたままにしておくこと
ができる。例えば、リーブオン組成物には、１％未満の洗浄用界面活性剤、０．５％未満
の洗浄用界面活性剤又は０％の洗浄用界面活性剤を含ませてよい。しかしながら、組成物
には、皮膚に局所的に塗布した際に何らかの有意な洗浄効果をもたらすことを意図するも
のではない、乳化又は加工用界面活性剤も含有させることができる。
【００１９】
　Ｉ．パーソナルケア組成物
　本発明は部分的に、イソソルビドジエステル、並びにイソソルビドジエステルに可溶性
の固形ＵＶ有効成分を含む、パーソナルケア組成物に関係する。驚くべきことに、イソソ
ルビドジエステルは、特定の固形ＵＶ有効成分に好適な溶媒であることが判明している。
イソソルビドジエステルは、特定の例において、固形ＵＶ有効成分と合わせて幅広く使用
されている従来の多くの溶媒と同様又はそれ以上に良好に機能する。
【００２０】
　Ａ．形態
　パーソナルケア組成物は、スキンケア、制汗剤、脱臭剤、美容品及びヘアケア製品であ
ってよい。パーソナルケア組成物は、主に日焼け止め剤として使用することができる。パ
ーソナルケア組成物は、日焼け止めから派生した主用途を有してもよく、例えば、保湿剤
、コンディショナー、老化防止化合物、美白剤、サンレス・タナー、日焼け止め剤、制汗
剤、ひげそり用組成物、ひげそり後用組成物、ファンデーション、リップスティック、整
髪料、シャンプー、洗浄剤、及びこれらの組み合わせなどである。前述の組成物では、日
焼け防止は組成物の二次効果である。
【００２１】
　パーソナルケア組成物は、非常に多様な形態を包含し得る。非限定的な例としては、単
純な溶液（例えば、水又は油系）、分散液及びエマルションが挙げられる。パーソナルケ
ア組成物は実質的に無水であってもよい。「実質的に無水」とは、組成物の含む水が約１
％未満、０．５％未満、又は０％であることを意味する。パーソナルケア組成物は、流体
又は固体であってよい（ゲル、スティック、流動性の固体、無定形の材質）。特定の実施
形態では、パーソナルケア組成物は、エマルションの形態である。エマルションは、一般
に、連続水相（例えば水中油型及び水中油中水型）、又は連続油相（例えば油中水型及び
油中水中油型）を有するものとして分類され得る。
【００２２】
　Ｂ．イソソルビドジエステル
　パーソナルケア組成物は、イソソルビドジエステルを含む。イソソルビドジエステルは
次式［Ｉ］：
【００２３】
【化２】

　を有し、式中、Ｒ’及びＲ”は、独立して、直鎖又は分岐鎖Ｃ1～30炭化水素鎖から選
択され、飽和又は不飽和であってよく、置換されてよい。一実施形態では、Ｒ’及びＲ”
は、独立して、直鎖又は分岐鎖Ｃ1～10炭化水素鎖から選択され、飽和又は不飽和であっ
てよく、置換されてよい。特定の実施形態では、Ｒ’及びＲ”は、独立して、直鎖又は分
岐鎖Ｃ1～30又はＣ1～10炭化水素鎖から選択され、飽和又は不飽和であってよい。特定の
実施形態では、Ｒ’及びＲ”は、独立して、直鎖又は分岐鎖Ｃ1～30又はＣ1～10炭化水素
鎖から選択され、飽和されてよい。他の実施形態では、Ｒ’及びＲ”は、飽和の、直鎖又
は分岐鎖Ｃ7鎖である。この特定の形態は、イソソルビドジカプリレートというＩＮＣＩ
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名を有する。式Ｉのイソソルビドジエステルは、既知のエステル化法により合成すること
ができる。例えば、イソソルビドは、高圧（１００～５００ｋＰａ）かつ理想的には高温
、例えば、１２０～２２０℃下で、塩基性又は酸性触媒の存在下で、所望のＲ’又はＲ”
基を有するカルボン酸と反応させることができる。標準的な分留法により単離を行うこと
ができる。このイソソルビドジエステルは、より一般的にイソソルビドジエステルと呼ば
れる。
【００２４】
　他の実施形態では、パーソナルケア組成物は、次式［ＩＩ］：
【００２５】
【化３】

　を有するイソソルビドジエステルを含み、式中、Ｒ’及びＲ”は、独立して、直鎖又は
分岐鎖Ｃ1～30炭化水素鎖であり、飽和又は不飽和であってよく、置換されてよく、Ｚ1～

6は、独立して、水素、ヒドロキシル、アミノ、アミド、Ｒ’、又はＲ”から選択される
。一実施形態では、少なくとも１つのＺ1～6はヒドロキシル基である。別の実施形態では
、Ｚ1、Ｚ2、Ｚ5、及びＺ6は、独立して、水素、ヒドロキシル、アミノ、アミド、Ｒ’、
又はＲ”から選択され、Ｚ3及びＺ4は水素である。
【００２６】
　パーソナルケア組成物には、以降に更に詳細に記載する固形ＵＶ有効成分を可溶化させ
るのに十分な量のイソソルビドジエステルを含ませることができる。特定の実施形態では
、パーソナルケア組成物は、固形ＵＶ有効成分を溶解させるため、固形美容成分１重量部
毎に少なくとも２重量部のイソソルビドジエステルを含む。他の実施形態では、パーソナ
ルケア組成物は、固形ＵＶ有効成分を溶解させるため、固形ＵＶ有効成分１重量部毎に少
なくとも３重量部、５重量部、又は８重量部のイソソルビドジエステルを含む。更に他の
実施形態では、パーソナルケア組成物は、固形ＵＶ有効成分を溶解させるため、固形ＵＶ
有効成分１重量部毎に少なくとも１０重量部のイソソルビドジエステルを含む。選択的な
実施形態では、パーソナルケア組成物は、約０．１％～約９５％のイソソルビドジエステ
ルを含み得る。例えば、パーソナルケア組成物は、０．１％、０．５％、１％、２％、５
％、１０％、１５％、２０％、２５％、３０％、３５％、４０％、４５％、５０％、５５
％、６０％、６５％、７０％、７５％、８０％又は８５％、～約９０％、８５％、８０％
、７５％、７０％、６５％、６０％、５５％、５０％、４５％、４０％、３５％、３０％
、２５％、２０％、１５％、１０％、５％又は３％のイソソルビドジエステルを含み得る
。
【００２７】
　Ｃ．固形ＵＶ有効成分
　パーソナルケア組成物は、イソソルビドジエステルに可溶性の少なくとも１つの固形（
周囲条件下で）ＵＶ有効成分を含む。ＵＶ有効成分は、周囲条件下で固形である。固形Ｕ
Ｖ有効成分は、有機分子であり得る（すなわち、二酸化チタン及び酸化亜鉛などの無機Ｕ
Ｖ有効成分以外のものである）。固形ＵＶ有効成分は非水溶性であってもよい（すなわち
、２－フェニルベンゾイミダゾール－５－スルホン酸又はテレフタリリデンジカンファー
スルホン酸などの親水性有効成分以外のものである）。ケラチン組織に固形ＵＶ有効成分
を送達するため、固形ＵＶ有効成分は実質的に又は完全に溶解させることができ、すなわ
ちこの場合、固形ＵＶ有効成分はパーソナルケア組成物中で固体又は結晶形態をとどめて
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いない。
【００２８】
　好適な固形ＵＶ有効成分としては、４－ｔｅｒｔ－ブチル－４’－メトキシジベンゾイ
ルメタン（すなわち、ブチルメトキシジベンゾイルメタン又はアボベンゾン）（ＤＳＭか
らＰＡＲＳＯＬ（登録商標）１７８９として市販）などのジベンゾイルメタン誘導体が挙
げられる。他の好適な固形ＵＶ有効成分としては、ビス－エチルヘキシルオキシフェノー
ルメトキシフェニルトリアジン（すなわち、ＢＡＳＦからＴｉｎｏｓｏｒｂ（登録商標）
Ｓとして市販のベモトリジノール）、２，４，６－トリアニリノ－（ｐ－カルボ－２’－
エチルヘキシル－１’－オキシ）－１，３，５－トリアジン（すなわち、ＢＡＳＦからＵ
ｖｉｎｕｌ（登録商標）Ｔ　１５０として市販のエチルヘキシルトリアゾン）、ジエチル
ヘキシルブタミドトリアゾン（すなわち、３Ｖ　ＳｉｇｍａからＵｖａｓｏｒｂ（登録商
標）ＨＥＢとして市販のイスコトリジノール（Iscotrizinol））、ジエチルアミノヒドロ
キシベンゾイルヘキシルベンゾエート（ＢＡＳＦからＵｖｉｎｕｌ（登録商標）Ａ　Ｐｌ
ｕｓとして市販）、ベンゾフェノン－３（すなわち、ＥＭＤ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ，Ｉｎｃ
．から市販のＥｕｓｏｌｅｘ　４３６０、（２－ヒドロキシ－４－メトキシフェニル）－
フェニルメタノン又はオキシベンゼン）、４－メチルベンジリデンカンファー（ＤＳＭか
らＰＡＲＳＯＬ（登録商標）５０００として市販）、エチルヘキシルビス－イソペンチル
ベンゾオキサゾリルフェニルメラミン（３Ｖ　ＳｉｇｍａからＵｖａｓｏｒｂ（登録商標
）ｋ２Ａとして市販）、及びこれらの組み合わせが挙げられる。
【００２９】
　特定の実施形態では、固形ＵＶ有効成分は、４－ｔｅｒｔ－ブチル－４’－メトキシジ
ベンゾイルメタン、ビス－エチルヘキシルオキシフェノールメトキシフェニルトリアジン
、及びこれらの組み合わせから選択される。
【００３０】
　パーソナルケア組成物には、所望のＵＶ吸収効果又は日焼け止め効果を提供するために
、ある程度の量で固形ＵＶ有効成分を含有させることができる。パーソナルケア組成物に
は、固形ＵＶ有効成分を、米国（例えば、ＣＦＲ　ｖｏｌ．２１パート３５２、米国官報
ｖｏｌ．６８　ｐ．４１３８６、米国官報ｖｏｌ．７０　ｐ．７２４４９又は米国官報ｖ
ｏｌ．７１　ｐ．４２４０５）、欧州（欧州議会規則第１２２３／２００９号；付属書類
ＶＩ）、日本、中国、オーストラリア、ニュージーランド又はカナダにおける規制機関に
より記載され又は提案される通りの量で含有させることができる。特定の実施形態では、
パーソナルケア組成物は、組成物の約０．０１重量％～約２０重量％の固形ＵＶ有効成分
を含む。他の実施形態では、パーソナルケア組成物は、組成物の約０．１重量％、０．５
重量％、又は１重量％～約１５重量％、１０重量％、６重量％、５重量％、又は３重量％
の固形ＵＶ有効成分を含む。他の実施形態では、パーソナルケア組成物には、太陽光線保
護指数を少なくとも約１５、３０　４５、又は５０にするのに十分な量の（a sufficient
 about of）固形ＵＶ有効成分を含有させることができる。ＳＰＦ試験は、当該技術分野
で一般的なものであり、かつ周知のものである。２１　Ｃ．Ｆ．Ｒ．３５２のサブパート
Ｄに記載のＳＰＦ試験が好適である。他の実施形態では、パーソナルケア組成物には、米
国官報ｖｏｌ．７２　ｐ．４９０７０（２００７年８月２７日）に公開されている規則案
の、米国食品医薬品局連邦規則セクション３５２．７１～７３に定義される通り、固形Ｕ
Ｖ有効成分を、低、中、高、又は理想的には最高のＵＶＡ保護値を得るのに十分な量で含
有させることができる。
【００３１】
　Ｄ．キャリア
　パーソナルケア組成物は、１つ以上のキャリアを含み得る。キャリアは、安定性、美観
及び／又はパーソナルケア組成物中に存在する他の成分との相溶性などの点から選択する
ことができる。
【００３２】
　好適なキャリアとしては、水及び／又は水混和性溶剤が挙げられる。パーソナルケア組
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成物は、約１重量％～約９５重量％の水及び／又は水混和性溶剤を含んでもよい。組成物
は、約１％、３％、５％、１０％、１５％、２０％、２５％、３０％、３５％、４０％、
４５％、５０％、５５％、６０％、６５％、７０％、７５％、８０％、又は８５％～約９
０％、８５％，８０％、７５％、７０％、６５％、６０％、５５％、５０％、４５％、４
０％、３５％、３０％、２５％、２０％、１５％、１０％、又は５％の水及び／又は水混
和性溶剤を含んでもよい。好適な水混和性溶剤としては、一価アルコール、二価アルコー
ル、多価アルコール、グリセロール、グリコール、ポリエチレングリコールのようなポリ
アルキレングリコール、及びこれらの混合物が挙げられる。特に好適な溶媒としては、エ
タノール、プロパノール、ブタノール、イソプロパノールなどの低級脂肪族アルコール；
１，２－プロパンジオール、１，３－プロパンジオール、ブタンジオール、ペンタンジオ
ール、ヘキサンジオール、ヘプタンジオール、デカンジオールなどのジオール；グリセリ
ン；水、及び、これらの混合物が挙げられる。特定の実施形態では、パーソナルケア組成
物は、水、ジオール、グリセリン、及びこれらの混合物を含む。パーソナルケア製品がエ
マルションの形態である場合、水及び／又は水混和性溶媒は、通常、水相と関係するキャ
リアである。
【００３３】
　好適なキャリアとしては、油も挙げられる。パーソナルケア組成物は、約１重量％～約
９５重量％の１つ以上の油を含んでもよい。組成物は、約０．１％、０．５％、１％、２
％、５％、１０％、１５％、２０％、２５％、３０％、３５％、４０％、４５％、５０％
、５５％、６０％、６５％、７０％、７５％，８０％、８５％、又は９０％～約９０％、
８５％、８０％、７５％、７０％、６５％、６０％、５５％、５０％、４５％、４０％、
３５％、３０％、２５％、２０％、１５％、１０％、５％、又は３％の１つ以上の油を含
んでもよい。油は、水又は水溶性溶剤に好適ではない物質を可溶化、分散、又は担持する
ために使用されてもよい。好適な油としては、シリコーン、炭化水素、エステル、アミド
、エーテル、及びこれらの混合物が挙げられる。油は室温で流体であり得る。しかしなが
ら、特定のパーソナルケア製品形態（すなわち、固体又は半固体のスティック）では、非
流動性油である必要がある場合がある。油は、揮発性又は不揮発性であってもよい。「不
揮発性」とは、０．１ＭＰａ（１気圧）、２５℃下で約２６．７Ｐａ（０．２ｍｍ　Ｈｇ
）以下の蒸気圧を示す物質、及び／又は０．１ＭＰａ（１気圧）下で少なくとも約３００
℃の沸点を有する物質を表す。「揮発性」とは、２０℃下で少なくとも約０．２ｍｍ　Ｈ
ｇの蒸気圧を示す物質を意味する。揮発性油は、重く油っぽい質感が望ましくない場合に
、軽やかな質感を提供するために使用することができる。パーソナルケア製品がエマルシ
ョンの形態である場合、油は、通常油相と関係するキャリアである。
【００３４】
　好適な油としては揮発性油が挙げられる。特定の実施形態では、揮発性油は、２５℃下
で約５Ｅ－７～５Ｅ－６ｍ2／ｓ（約０．５～５センチストークス）の範囲の粘度を有し
得る。皮膚への塗布後にスキンケア組成物をより急速に乾燥させるために、揮発性油を使
用してもよい。不揮発性油も組成物での使用に好適である。不揮発性油は、皮膚の軟化及
び保護特性を目的にしばしば使用される。
【００３５】
　好適なシリコーン油としては、ポリシロキサンが挙げられる。ポリシロキサンは、２５
℃下で約５Ｅ－７～約１ｍ2／ｓ（約０．５～約１，０００，０００センチストークス）
の粘度を有し得る。このようなポリシロキサンは、一般化学式：
　Ｒ3ＳｉＯ［Ｒ2ＳｉＯ］xＳｉＲ3

　により表すことができ、式中、Ｒは、独立して、水素又はＣ1～30直鎖又は分岐鎖、飽
和又は不飽和アルキル、フェニル又はアリール、トリアルキルシロキシから選択され、ｘ
は、所望の分子を得るために選択された０～約１０，０００の整数である。特定の実施形
態では、Ｒは水素、メチル、又はエチルである。市販のポリシロキサンとしては、ジメチ
コーンとしても既知である、ポリジメチルシロキサンが挙げられ、その例としては、Ｓｈ
ｉｎ－Ｅｔｓｕから販売されているＤＭ－Ｆｌｕｉｄシリーズ、Ｍｏｍｅｎｔｉｖｅ　Ｐ
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ｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ　Ｉｎｃ．から販売されているＶｉｃａｓｉ
ｌ（登録商標）シリーズ、及びＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから販
売されるＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ（登録商標）２００シリーズが挙げられる。好適なポリ
ジメチルシロキサンの具体例としては、６．５Ｅ－７、１．５Ｅ－６、５Ｅ－５、０．０
００１、０．０００３５、０．０１、０．０１２５、０．１及び０．３ｍ2／ｓ（０．６
５、１．５、５０、１００、３５０、１０，０００、１２，５００、１００，０００及び
３００，０００センチストークス）の粘度を有するＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ（登録商標）
２００流体（（登録商標）ＰＭＸ－２００シリコーン流体としても市販）が挙げられる。
【００３６】
　好適なジメチコンとしては、化学式：
　Ｒ3ＳｉＯ［Ｒ2ＳｉＯ］x［ＲＲ’ＳｉＯ］yＳｉＲ3

　により表されるものが挙げられ、式中、Ｒ及びＲ’は、それぞれ独立して、水素又はＣ

1～30直鎖又は分岐鎖飽和又は不飽和アルキル、アリール又はトリアルキルシロキシであ
り、ｘ及びｙは、それぞれ、所望の分子を得るために選択された１～１，０００，０００
の整数である。好適なシリコーンとしては、フェニルジメチコン（Ｂｏｔａｎｉｇｅｎｉ
ｃｓ，Ｉｎｃ．のＢｏｔａｎｓｉｌ（商標）ＰＤ－１５１）、ジフェニルジメチコン（信
越化学工業のＫＦ－５３及びＫＦ－５４）、フェニルトリメチコン（Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉ
ｎｇの５５６コスメチック・グレード液）、又はトリメチルシロキシフェニルジメチコン
（Ｗａｃｋｅｒ－ＢｅｌｓｉｌのＰＤＭ－２０、ＰＤＭ－２００、又はＰＤＭ－１０００
）が挙げられる。他の例としては、少なくともＲ’が脂肪族アルキル（例えば、Ｃ12～22

）であるアルキルジメチコンである。好適なアルキルジメチコンはセチルジメチコンであ
り、式中、Ｒ’は直鎖Ｃ１６鎖であり、Ｒはメチルである。セチルジメチコンは、２５０
２コスメチック・フルイドとしてＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇから、あるいはＡｂｉｌ　Ｗａ
ｘ　９８０１又は９８１４としてＥｖｏｎｉｋ　Ｇｏｌｄｓｃｈｍｉｄｔ　ＧｍｂＨから
入手可能である。
【００３７】
　環状シリコーンは組成物に使用され得るシリコーンオイルの一種である。このようなシ
リコーンは、一般式：
【００３８】
【化４】

　を有し、式中、Ｒは、独立して、水素又はＣ1～30直鎖又は分岐鎖、飽和又は不飽和ア
ルキル、フェニル又はアリール、トリアルキルシロキシから選択され、ｎ＝３～８であり
、これらの混合物である。一般的に、ｎが４、５及び／又は６である場合、シクロメチコ
ンの混合物が使用される。市販の好適なシクロメチコンとしては、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎ
ｇ　ＵＰ－１００１　Ｕｌｔｒａ　Ｐｕｒｅ　Ｆｌｕｉｄ（すなわち、ｎ＝４）、Ｄｏｗ
　Ｃｏｒｎｉｎｇ　ＸＩＡＭＥＴＥＲ（登録商標）ＰＭＸ－０２４５（すなわち、ｎ＝５
）、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　ＸＩＡＭＥＴＥＲ（登録商標）ＰＭＸ－０２４５（すなわ
ち、ｎ＝６）、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　２４５フルイド（すなわち、ｎ＝４及び５）及
びＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　３４５フルイド（すなわち、ｎ＝４、５及び６）が挙げられ
る。
【００３９】
　好適な炭化水素油としては、直鎖、分岐鎖、又は環状アルカン及びアルケンが挙げられ
る。鎖長は、揮発性等の所望の機能特徴に基づき選択されてもよい。好適な揮発性炭化水
素は、５～２０の炭素原子、あるいは、８～１６の炭素原子を有してもよい。
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【００４０】
　他の好適な油としては、エステルが挙げられる。好適なエステルは、典型的には、少な
くとも１０の炭素原子を含有する。これらのエステルとしては、脂肪酸又はアルコールに
由来するヒドロカルビル鎖とのエステル（例えば、モノエステル、多価アルコールエステ
ル、及びジ－及びトリ－カルボン酸エステル）が挙げられる。このエステルのヒドロカル
ビルラジカルは、アミド及びアルコキシ部分（例えば、エトキシ又はエーテル結合等）の
ような他の適合性のある官能基を含むか、又はこのヒドロカルビルラジカルをこうした官
能基へ共有結合させてよい。代表的なエステルとしては、限定するものではないが、イソ
ステアリン酸イソプロピル、ラウリン酸ヘキシル、ラウリン酸イソヘキシル、パルミチン
酸イソヘキシル、パルミチン酸イソプロピル、オレイン酸デシル、オレイン酸イソデシル
、ステアリン酸ヘキサデシル、ステアリン酸デシル、イソステアリン酸イソプロピル、ア
ジピン酸ジヘキシルデシル、乳酸ラウリル、乳酸ミリスチル、乳酸セチル、ステアリン酸
オレイル、オレイン酸オレイル、ミリスチン酸オレイル、酢酸ラウリル、プロピオン酸セ
チル、Ｃ１２～１５安息香酸アルキル、アジピン酸ジイソプロピル、アジピン酸ジブチル
及びアジピン酸オレイルが挙げられる。他の好適なエステルは、パーソナルケア製品協会
の、「国際化粧品成分辞典及びハンドブック（International Cosmetic Ingredient Dict
ionary and Handbook）」第１３版（２０１０年）の「エステル」の機能的カテゴリーに
更に記載されている。パーソナルケア組成物に使用するのに好適な他のエステルとしては
、多価アルコールエステル及びグリセリドとして既知のものが挙げられる。
【００４１】
　他の好適な油としては、アミドが挙げられる。アミドとしては、２５℃で液体であり、
水に不溶性である、アミド官能基を有する化合物が挙げられる。好適なアミドとしては、
Ｎ－アセチル－Ｎ－ブチルアミノプロピオネート、イソプロピルＮ－ラウロイルサルコシ
ナート、及びＮ，Ｎ，－ジエチルトルアミドが挙げられる。他の好適なアミドは、米国特
許第６，８７２，４０１号に開示される。
【００４２】
　他の好適な油としては、エーテルが挙げられる。好適なエーテルとしては、多価アルコ
ールの飽和及び不飽和脂肪エーテル、並びにそれらのアルコキシル化誘導体が挙げられる
。代表的なエーテルとしては、ポリプロピレングリコールのＣ4～20アルキルエーテル、
及びジ－Ｃ8～30アルキルエーテルが挙げられる。これらの物質の好適な例としては、Ｐ
ＰＧ－１４ブチルエーテル、ＰＰＧ－１５ステアリルエーテル、ジオクチルエーテル、ド
デシルオクチルエーテル、及びこれらの混合物が挙げられる。
【００４３】
　パーソナルケア組成物には乳化剤を含ませてもよい。乳化剤は、組成物が乳液の形態で
ある時、又は不混和性物質が混合されている場合、特に好適である。スキンケア組成物は
、約０．０５％、０．１％、０．２％、０．３％、０．５％、又は１％～約２０％、１０
％、５％、３％、２％、又は１％の乳化剤を含んでもよい。乳化剤は、非イオン性、アニ
オン性、又はカチオン性であり得る。乳化剤の非限定的な例は、米国特許第３，７５５，
５６０号、米国特許第４，４２１，７６９号、及びＭ．Ｃ．Ｐｕｂｌｉｓｈｉｎｇ　Ｃｏ
．から発行されているＭｃＣｕｔｃｈｅｏｎ’ｓ，Ｅｍｕｌｓｉｆｉｅｒｓ　ａｎｄ　Ｄ
ｅｔｅｒｇｅｎｔｓ，２０１０　Ａｎｎｕａｌ　Ｅｄ．に開示されている。他の好適な乳
化剤は更に、Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃａｒｅ　Ｐｒｏｄｕｃｔ　Ｃｏｕｎｃｉｌ’ｓ　Ｉｎ
ｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔ　Ｄｉｃｔｉｏｎａ
ｒｙ　ａｎｄ　Ｈａｎｄｂｏｏｋ，Ｔｈｉｒｔｅｅｎｔｈ　Ｅｄｉｔｉｏｎ，２００６の
「界面活性剤－乳化剤」の機能分類下に記載されている。
【００４４】
　好適な乳化剤には、次の部類：ポリグリコールと脂肪族アルコールのエーテル、ポリグ
リコールと脂肪酸のエステル、ポリグリコールと脂肪族アルコールのグリコシル化エーテ
ル、ポリグリコールと脂肪酸のグリコシル化エステル、Ｃ12～30アルコールとグリセロー
ル又はポリグリセロールのエーテル、Ｃ12～30脂肪酸とグリセロール又はポリグリセロー
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ルのエステル、オキシアルキレン改質Ｃ12～30アルコールとグリセロール又はポリグリセ
ロールのエーテル、ショ糖又はブドウ糖を含むＣ12～30脂肪族アルコールエーテル、ショ
糖とＣ12～30脂肪酸のエステル、ペンタエリスリトールとＣ12～30脂肪酸のエステル、ソ
ルビトール及び／又はソルビタンとＣ12～30脂肪酸のエステル、ソルビトール及び／又は
ソルビタンとアルコキシ化ソルビタンのエーテル、ポリグリコールとコレステロールのエ
ーテル、Ｃ12～30脂肪酸とソルビトール及び／又はソルビタンのアルコキシ化エーテルの
エステル、及びこれらの組み合わせのエーテル及びエステルが含まれる。
【００４５】
　直鎖又は分岐鎖タイプのシリコーン乳化剤もまた、使用され得る。特に有用なポリエー
テル修飾シリコーンとしては、Ｓｈｉｎ　ＥｔｓｕからのＫＦ－６０１１、ＫＦ－６０１
２、ＫＦ－６０１３、ＫＦ－６０１５、ＫＦ－６０１５、ＫＦ－６０１７、ＫＦ－６０４
３、ＫＦ－６０２８、及びＫＦ－６０３８が挙げられる。また、特に有用なのは、Ｓｈｉ
ｎ　ＥｔｓｕからのＫＦ－６１００、ＫＦ－６１０４、及びＫＦ－６１０５を含むポリグ
リセロール化直鎖又は分岐鎖シロキサン乳化剤である。
【００４６】
　乳化剤としては、乳化シリコーンエラストマーも挙げられる。好適な乳化シリコーンエ
ラストマーとしては、少なくとも１つのポリアルキルエーテル又はポリグリセロール化単
位が挙げられ得る。本発明の少なくとも１つの実施形態に使用することのできるポリオキ
シアルキレン化乳化シリコーンエラストマーとしては、信越シリコーンより商品名ＫＳＧ
－２１、ＫＳＧ－２０、ＫＳＧ－３０、ＫＳＧ－３１、ＫＳＧ－３２、ＫＳＧ－３３；Ｋ
ＳＧ－２１０（ジメチコンに分散したジメチコン／ＰＥＧ－１０／１５架橋ポリマー）；
ＫＳＧ－３１０（ＰＥＧ－１５ラウリルジメチコン架橋ポリマー）；ＫＳＧ－３２０（イ
ソドデカンに分散したＰＥＧ－１５ラウリルジメチコン架橋ポリマー）；ＫＳＧ－３３０
（トリエチルヘキサノインに分散したＰＥＧ－１５ラウリルジメチコン架橋ポリマー）、
ＫＳＧ－３４０（ＰＥＧ－１０ラウリルジメチコン架橋ポリマー及びＰＥＧ－１５ラウリ
ルジメチコン架橋ポリマー）で市販のものが挙げられる。他のシリコーン乳化エラストマ
ーとしては、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ（商標）により市販のＰＥＧ－１２ジメチコン架橋
ポリマー（ＤＣ　９０１０及び９０１１）が挙げられる。Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇにより
市販のＤＣ９０１０及びＤＣ９０１１も他の好適なシリコーン乳化剤である。国際公開第
２００４／０２４７９８号には、ポリグリセロール化乳化シリコーンエラストマーが開示
される。このようなエラストマーには、信越化学工業のＫＳＧシリーズ、例えば、ＫＳＧ
－７１０（ジメチコンに分散したジメチコン／ポリグリセリン－３架橋ポリマー）が挙げ
られ、あるいは、信越化学工業からＫＳＧ－８１０、ＫＳＧ－８２０、ＫＳＧ－８３０、
又はＫＳＧ－８４０として入手可能な、イソドデカン、ジメチコン、トリエチルヘキサノ
インなどの各種溶媒に分散したラウリルジメチコン／ポリグリセリン－３架橋ポリマーが
挙げられる。
【００４７】
　粘度を増加させるために、パーソナルケア組成物を濃化、凝固、又はそれに固体若しく
は結晶構造を提供するために、構造剤を使用してもよい。構造剤は典型的には、溶解性、
分散性、又は相適合性に基づきグループ化される。水性又は水構造剤の例としては、高分
子剤、天然又は合成ゴム、多糖類等が挙げられる。一実施形態では、組成物は、組成物の
重量で約０．０００１％、０．００１％、０．０１％、０．０５％、０．１％、０．５％
、１％、２％、３％、５％～約２５％、２０％、１０％、７％、５％、４％、又は２％の
１つ以上の構造剤を含んでもよい。
【００４８】
　多糖類及びゴムは、好適な水相増粘剤であってもよい。ポリマー構造剤の好適な部類と
しては、カルボン酸ポリマー、ポリアクリルアミドポリマー、スルホン酸化ポリマー、高
分子量ポリアルキルグリコール又はポリグリセリン、これらのコポリマー、これらの疎水
的に修飾された誘導体、及びこれらの混合物が挙げられるがこれらに限定されない。
【００４９】
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　油性構造化剤の例としては、シリコーン及び有機塩基化材料が挙げられる。油性構造化
剤の好適な濃度範囲は、約０．０１％、０．０５％、０．１％　０．５％、１％、２．５
％、５％、又は１０％～約３０％、２５％、２０％、１５％、１０％、又は５％である。
シリコーンエラストマー、シリコーンガム、シリコーンワックス、シリコーンにより油相
の粘度が増加する程度に重合度を有する線状シリコーンなどの、シリコーン系の油相構造
化剤が好適なものであり得る。シリコーン構造化剤の例としては、限定するものではない
が、シリコーンエラストマー、シリコーンガム、及びシリコーンワックスが挙げられる。
【００５０】
　好適なシリコーンエラストマーは、粉末形態であってもよく、又は揮発性若しくは不揮
発性シリコーン等の溶剤、又はパラフィン系炭化水素若しくはエステル等のシリコーン相
溶性媒体中で分散又は可溶化されてもよい。シリコーンエラストマー粉末の例としては、
信越化学工業から入手可能な、ＫＳＰ－１００、ＫＳＰ－１０１、ＫＳＰ－１０２、ＫＳ
Ｐ－１０３、ＫＳＰ－１０４、ＫＳＰ－１０５などの、ビニルジメチコン／メチコンシル
セスキオキサン架橋ポリマー、信越化学工業から入手可能な、ＫＳＰ－２００などの、フ
ルオロアルキル基を含有するハイブリッド型シリコーン粉末（この粉末はフルオロ－シリ
コーンエラストマーである）、並びに信越化学工業から入手可能な、ＫＳＰ－３００など
の、フェニル基を含有するハイブリッド型シリコーン粉末（この粉末は、フェニル置換さ
れたシリコーンエラストマーである）；並びにＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇから入手可能な、
ＤＣ　９５０６が挙げられる。
【００５１】
　シリコーンエラストマー分散液の例としては、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　Ｃｏｒｐｏｒ
ａｔｉｏｎから商品名ＤＣ９０４０又はＤＣ９０４１で市販のもの、Ｍｏｍｅｎｔｉｖｅ
から商品名ＳＦＥ　８３９で市販のもの、又は信越シリコーンから商品名ＫＳＧ－１５、
１６、１８で市販のものなど、各種供給元から供給されるジメチコン／ビニルジメチコン
架橋ポリマーが挙げられる。ＫＳＧ－１５は、ＩＮＣＩ名シクロペンタシロキサン（及び
）ジメチコン／ビニルジメチコン架橋ポリマーを有する。ＫＳＧ－１８は、ＩＮＣＩ名ジ
フェニルシロキシフェニルトリメチコン（及び）ジメチコン／フェニルビニルジメチコン
架橋ポリマーを有する。シリコーンエラストマーは、Ｇｒａｎｔ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ
から、Ｇｒａｎｓｉｌ（商標）として購入することもできる。信越化学工業から商品名Ｋ
ＳＧ－４１、ＫＳＧ－４２、ＫＳＧ－４３及びＫＳＧ－４４で供給されるラウリルジメチ
コン／ビニルジメチコン架橋ポリマーなど、長鎖アルキル置換を有するその他のシリコー
ンエラストマーが好適である場合もあり、この場合、エラストマーはそれぞれ、鉱油、イ
ソドカン、トリエチルヘキサノイン又はスクアレンなどの溶媒に分散している。信越化学
工業から商品名ＫＳＧ－８１０、ＫＳＧ－８２０、ＫＳＧ－８３０及びＫＳＧ－８４０で
供給される、ラウリルジメチコン／ポリグリセリン－３架橋ポリマーなど、ポリグリセリ
ン置換を有するその他のシリコーンエラストマーが好適である場合もあり、この場合、エ
ラストマーはそれぞれ、鉱油、イソドカン、トリエチルヘキサノイン又はスクアレンなど
の溶媒に分散している。信越化学工業から、商品名ＫＳＧ－３１０、ＫＳＧ－３２０、Ｋ
ＳＧ－３３０、及びＫＳＧ－３４０で市販のＰＥＧ－１５／ラウリルジメチコン架橋ポリ
マーなど、ポリグリコール置換を有するその他のシリコーンエラストマーが好適である場
合もあり、この場合、エラストマーはそれぞれ、鉱油、イソドカン、トリエチルヘキサノ
イン又はスクアレンなどの溶媒に分散している。ポリグリコール置換を有する他の好適な
シリコーンエラストマーとしては、信越化学工業のＫＳＧ－２１０、すなわちジメチコン
／ＰＥＧ－１０／１５架橋ポリマーのジメチコン溶液が挙げられる。
【００５２】
　シリコーンガムは、別の油相構造剤である。シリコーンガムは、典型的には、２５℃で
約０．５～１００ｍ2／ｓ（約５００，０００～１００，０００，０００ｃｓｔ）、約０
．６～２０ｍ2／ｓ（約６００，０００～２０，０００，０００ｃｓｔ）、約０．６～１
２ｍ2／ｓ（約６００，０００～１２，０００，０００ｃｓｔ）の範囲の粘度を有する。
好適なシリコーンガムとしては、Ｗａｃｋｅｒ－Ｂｅｌｓｉｌから商品名ＣＭ３０９２、
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Ｗａｃｋｅｒ－Ｂｅｌｓｉｌ　１０００、又はＷａｃｋｅｒ－Ｂｅｌｓｉｌ　ＤＭ　３０
９６で市販のものが挙げられる。商品名１－１２５４流体、２－９０２３流体及び２－９
０２６流体でＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから入手可能なジメチコ
ノールは、特に好適なシリコーンガムである。ジメチコノールは、多くの場合、Ｄｏｗ　
Ｃｏｒｎｉｎｇ　１４０１流体、１４０３流体及び１５０１流体などの揮発性又は不揮発
性シリコーンとの混合物として市販される。
【００５３】
　別の種類の油相構造剤としては、シリコーンワックスが挙げられる。シリコーンワック
スは、アルキルシリコーンワックスと称されてもよく、それらは、室温で半固体又は固体
である。用語「アルキルシリコーンワックス」は、シロキサンに半固体又は固体特性を付
与する置換長鎖アルキル（Ｃ１６～３０など）を有する、ポリジメチルシロキサンを意味
する。このようなシリコーンワックスの例としては、Ｅｖｏｎｉｋ　Ｇｏｌｄｓｃｈｍｉ
ｄｔ　ＧｍｂＨから商品名Ａｂｉｌ　Ｗａｘ　９８００で購入可能な、あるいは商品名２
５０３でＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇで購入可能なステアリルジメチコンが挙げられる。他の
例としては、ビス－ステアリルジメチコン（Ｇｒａｎｓｉｌ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓから
商品名Ｇｒａｎｓｉｌ　Ａ－１８で購入可能）、ベヘニルジメチコン又はベヘノキシジメ
チコンが挙げられる。
【００５４】
　他の好適な増粘剤としては、ポリアミド及びポリシリコーン－ポリアミドコポリマーが
挙げられる。米国特許出願公開番号第２００４／０１７０５８６号に記載のポリシリコー
ン－ポリアミドコポリマーが好適である。
【００５５】
　他の油相構造剤は、動物性、植物性、又はミネラルワックス等、１つ以上の天然又は合
成ワックスであってもよい。好適なシリコーンワックスは、米国特許第５，４１３，７８
１号、及び同第５，７２５，８４５号に開示されており、更には、アルキルメチルポリシ
ロキサン、Ｃ１０～Ｃ６０アルキルジメチコン、及びこれらの混合物も包含される。
【００５６】
　他の構造化剤としては、天然又は合成モンモリロナイト鉱物、シリカ、ケイ酸塩、シリ
カケイ酸塩、及びアルカリ金属又はこれらのアルカリ土類金属誘導体が挙げられる。
【００５７】
　任意成分
　パーソナルケア組成物には、１つ以上の追加成分を含有させることもできる。
【００５８】
　Ａ．光安定剤－パーソナルケア組成物には、光安定剤を含有させることができる。組成
物には、組成物の約０．０００１重量％、０．００１重量％、０．０１重量％、０．０５
重量％、０．１重量％、０．５重量％、又は１重量％～約２０重量％、１０重量％、７重
量％、又は５重量％で、好適な光安定剤を含有させることができる。
【００５９】
　好適な光安定剤は、米国特許第７，７１３，５１９号に開示されるα－シアノジフェニ
ルアクリレートである。α－シアノジフェニルアクリレートは、一般式：
【００６０】
【化５】

　を有し、式中、Ｒ１及びＲ２のいずれか又は両方は、独立して、直鎖又は分岐鎖Ｃ１～
３０アルコキシラジカルであり、任意の非アルコキシＲ１又はＲ２ラジカルは水素であり
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、Ｒ３は直鎖又は分岐鎖Ｃ１～３０アルキルである。あるいは、Ｒ１及びＲ２のいずれか
又は両方は、独立して、Ｃ１～８アルコキシラジカルであり、任意の非アルコキシＲ１又
はＲ２ラジカルは水素であり、Ｒ３は直鎖又は分岐鎖Ｃ２～Ｃ２０アルキルである。ある
いは、Ｒ１及びＲ２のいずれか又は両方は、独立して、メトキシであり、任意の非メトキ
シＲ１又はＲ２は水素であり、Ｒ３は直鎖又は分岐鎖Ｃ２～Ｃ２０アルキルである。
【００６１】
　好適なα－シアノジフェニルアクリレートとしては、エチルヘキシルメトキシクリレン
、又は２－エチルヘキシル２－シアノ－３－（４－メトキシフェニル）－３－フェニルプ
ロペノエートが挙げられ、式中、Ｒ１はメトキシであり、Ｒ２は水素であり、Ｒ３は２－
エチルヘキシルである。この材料は、Ｈａｌｌｓｔａｒ　Ｃｏｍｐａｎｙから商品名Ｓｏ
ｌａｓｔａｙ（登録商標）Ｓ１で入手可能である。
【００６２】
　他の好適な光安定剤としては、米国特許第５，９９３，７８９号、同第６，１１３，９
３１号、同第６，１２６，９２５号及び同第６，２８４，９１６号に開示されるものなど
のナフタレンジカルボン酸のジエステル又はポリエステルが挙げられる。ナフタレンジカ
ルボン酸の好適なジエステル又はポリエステルは、次式
【００６３】
【化６】

　を有し、式中、各Ｒ1は、独立して、炭素原子を１～２２個有するアルキル基、又は式
ＨＯ－Ｒ2－ＯＨを有するジオール、又は式ＨＯ－Ｒ3－（－Ｏ－Ｒ2－）m－ＯＨを有する
ポリグリコールであり、Ｒ2及びＲ3は同一であっても異なってもよく、それぞれ炭素原子
を１～６個有する直鎖又は分岐鎖アルキレン基であり、ｍ及びｎはそれぞれ、１～約１０
０、１～約１０又は２～約７である。ナフタレンジカルボン酸の好適なジエステルとして
は、ＳｙｍｒｉｓｅからＣｏｒａｐａｎ（登録商標）ＴＱとして入手可能なジエチルヘキ
シル２，６－ナフタレートが挙げられる。
【００６４】
　他の好適な光安定剤は、４－ヒドロキシベンジリデンマロネート誘導体又は４－ヒドロ
キシシンナメート誘導体である。好適な材料は、次式：
【００６５】

【化７】

　を有し、式中、Ａは、ＵＶ線を吸収する発色団であり、二価の基を１つ又はカルボニル
（Ｃ＝Ｏ）官能基を少なくとも１つ有する一価の基を２つ含み、Ｒ’は、水素、直鎖又は
分枝鎖Ｃ1～Ｃ8アルキルラジカル又は直鎖又は分枝鎖Ｃ1～Ｃ8アルコキシラジカルであり
、Ｒ”は、直鎖又は分枝鎖Ｃ1～Ｃ8アルキルラジカルである。代表的な化合物としては、
エチル－α－シアノ－３，５－ジメトキシ－４－ヒドロキシシンナメート、エチル－α－
アセチル－３，５－ジメトキシ－４－ヒドロキシシンナメート，イソ－プロピル－α－ア
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セチル－３，５－ジメトキシ－４－ヒドロキシシンナメート，イソ－アミル－α－アセチ
ル－３，５－ジメトキシ－４－ヒドロキシシンナメート、２－エチルヘキシル－α－アセ
チル－３，５－ジメトキシ－４－ヒドロキシシンナメート、ジエチル－３，５－ジメトキ
シ－４－ヒドロキシベンジリデンマロネート、ジ－（２－エチルヘキシル）－３，５－ジ
メトキシ－４－ヒドロキシベンジリデンマロネート、ジイイソアミル－３，５－ジメトキ
シ－４－ヒドロキシベンジリデンマロネート、ジドデシル－３，５－ジメトキシ－４－ヒ
ドロキシベンジリデンマロネート、ジパルミトイル－３，５－ジメトキシ－４－ヒドロキ
シベンジリデンマロネート、及びジ－イソプロピル－３，５－ジメトキシ－４－ヒドロキ
シベンジリデンマロネートが挙げられる。特に好適な化合物は、ＥＭＤ　Ｃｈｅｍｉｃａ
ｌｓ，Ｉｎｃ．から商品名Ｏｘｙｎｅｘ（登録商標）ＳＴで入手可能なジエチルヘキシル
シリンジリデンマロネート（ＩＮＣＩ名）である。更なる好適な４－ヒドロキシベンジリ
デンマロネート誘導体又は４－ヒドロキシシンナメート誘導体は、米国特許第７，３５７
，９１９号及び米国特許出願公開番号第２００３／０１０８４９２（Ａ１）号及び同第２
００３／０１５７０３５（Ａ）号に開示されている。
【００６６】
　他の好適な光安定剤としては、米国特許出願公開番号第２０１０／０１８３５２９号に
開示の、２－ピロリジノン－４－カルボキシエステル化合物；米国特許出願公開番号第２
００８／０１４５３２４号に開示の、２つのアミノベンゾエート又はアミノベンズアミド
基で置換されたシリコン含有ｓ－トリアジン；米国特許出願第２００４／００５７９９１
２号、同第２００４／００５７９９１４号、同第２００／００５７９９１６号及び同第２
００４／０６２７２６号に記載のフルオレン誘導体；米国特許出願第２００５／０２２０
７２７号に記載の、Ｃｉｂａにより商品名Ｔｉｎｏｇａｒｄ（登録商標）Ｑとして市販の
トリス（テトラメチルヒドロキシピペリジノール）シトレートなどのピペリジノール塩；
並びに米国特許出願公開番号第２００８／００１９９３０号に記載のアリールアルキルア
ミド及びエステルが挙げられる。
【００６７】
　他の好適な光安定剤は、パーソナルケア製品協会の、「国際化粧品成分辞典及びハンド
ブック（International Cosmetic Ingredient Dictionary and Handbook）」第１３版（
２０１０年）の「光安定剤」の項に掲載されている。
【００６８】
　Ｂ．追加のＵＶ有効成分－パーソナルケア組成物には、追加のＵＶ有効成分を含有させ
てもよい。「追加のＵＶ有効成分」は、上記のように固形ではなく、又はイソソルビドジ
エステルに可溶性ではないＵＶ有効成分を意味する。パーソナルケア組成物には、所望の
ＵＶ吸収効果又は日焼け止め効果を提供するために、ある程度の量で追加のＵＶ有効成分
を含有させることができる。組成物には、組成物の約０．０００１重量％、０．００１重
量％、０．０１重量％、０．０５重量％、０．１重量％、０．５重量％、又は１重量％～
約２０重量％、１０重量％、７重量％、又は５重量％で、好適な追加のＵＶ有効成分を含
有させることができる。他の実施形態では、パーソナルケア組成物には、太陽光線保護指
数を少なくとも約１５、３０　４５、又は５０にするのに十分な量の（a sufficient abo
ut of）その他のＵＶ有効成分を含有させることができる。他の実施形態では、パーソナ
ルケア組成物には、低、中、高、又は理想的には最高のＵＶＡ保護値を得るのに十分な量
の追加のＵＶ有効成分を含有させることができる。
【００６９】
　好適な追加のＵＶ有効成分としては、４－ｔｅｒｔ－ブチル－４’－メトキシジベンゾ
イルメタン以外のジベンゾイルメタン化合物が挙げられる。他の好適な追加のＵＶ有効成
分としては、２－エチルヘキシル－ｐ－メトキシシンナメート；オクチルジメチル－ｐ－
アミノ安息香酸；２－エチルヘキシル－２－シアノ－３，３－ジフェニルアクリレート；
２－エチルヘキシルサリチレート；サリチル酸ホモメンチル；２－フェニルベンゾイミダ
ゾール－５－スルホン酸；２－（ｐ－ジメチルアミノフェニル）－５－スルホンベンゾオ
キサゾイン酸；フェニルジベンゾイミダゾールテトラスルホン酸二ナトリウム；ジヒドロ
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キシジメトキシジスルホベンゾフェノンナトリウム；ポリシリコーン－１５；ｐ－メトキ
シケイ皮酸イソアミル；及びこれらの組み合わせが挙げられる。好適な追加のＵＶ有効成
分としては、酸化亜鉛及び二酸化チタンなどの無機粒子、並びにメチレンビス－ベンゾト
リアゾリルテトラメチルブチルフェノール（ＢＡＳＦからＴｉｎｏｓｏｒｂ（登録商標）
Ｍとして市販）などの有機粒子が挙げられる。
【００７０】
　一実施形態では、パーソナルケア組成物は、固形ＵＶ有効成分１重量部毎に、追加のＵ
Ｖ有効成分を少なくとも１重量部含む。特定の実施形態では、パーソナルケア組成物は、
固形ＵＶ有効成分１重量部毎に少なくとも１重量部の２－エチルヘキシル－２－シアノ－
３，３－ジフェニルアクリレートを含む。選択的な実施形態では、パーソナルケア組成物
は、固形ＵＶ有効成分１重量部毎に、２－エチルヘキシル－２－シアノ－３，３－ジフェ
ニルアクリレートを１重量部含み、この場合に、固形ＵＶ有効成分は４－ｔｅｒｔ－ブチ
ル－４’－メトキシジベンゾイルメタンである。
【００７１】
　Ｃ．スキンケア有効成分－有効で及び／又は消費者に望まれる製品を提供するために、
パーソナルケア組成物には１つ以上の任意成分を含有させることができる。例えば、組成
物には他の有効成分又は剤を含有させることができる。例えば、好適な任意選択的なスキ
ンケア有効成分及び剤としては、糖アミン、ビタミン類、油分調整剤、フォトステロール
（photosterols）、ヘキサミジン化合物、収れん剤（tightening agents）、抗しわ有効
成分、抗フケ剤、フラボノイド、Ｎ－アシルアミノ酸化合物、レチノイド、ペプチド、粒
状物質、ＵＶ有効成分、光安定剤、抗セルライト剤、落屑有効成分、にきび薬、抗酸化剤
、ラジカルスカベンジャー、コンディショニング剤、抗炎症剤、日焼け剤、美白剤、植物
抽出物、抗菌有効成分、抗真菌有効成分、抗菌有効成分、制汗剤、感覚剤、保存料、抗フ
ケ有効成分、洗浄性界面活性剤、及びこれらの組み合わせからなる群から選択される有効
成分又は剤を挙げることができる。これらの材料の例は、米国特許出願公開番号第２００
７／０１８５０３８（Ａ１）号、同第２００６／０２７５２３７（Ａ１）号、同第２００
４／０１７５３４７（Ａ１）号及び同第２００６／０２６３３０９（Ａ１）号に提供され
る。パーソナルケア組成物には、組成物の約０．０００１重量％、０．００１重量％、０
．０１重量％、０．０５重量％、０．１重量％、０．５重量％、１重量％、２％、又は３
重量％～約３０重量％、２５重量％、２０重量％、１５重量％、１０重量％、７重量％、
５重量％、３重量％、２重量％、又は１重量％の１つ以上のスキンケア有効成分を含有さ
せることができる。
【００７２】
　特定の実施形態では、スキンケア有効成分は、糖アミン、ビタミン、ヘキサミジン化合
物、ペプチド、フラボノイド、ヒドロキシ酸、フィトステロール、グリチルレチン酸、及
びこれらの組み合わせから選択することができる。
【００７３】
　本明細書で有用な糖アミンの例としては、グルコサミン、Ｎ－アセチルグルコサミン、
マンノサミン、Ｎ－アセチルマンノサミン、ガラクトサミン、Ｎ－アセチルガラクトサミ
ン、これらの異性体（例えば立体異性体）、及びこれらの塩（例えばＨＣｌ塩）が挙げら
れる。グルコサミン、特にＤ－グルコサミン及びＮ－アセチルグルコサミン、特にＮ－ア
セチル－Ｄ－グルコサミンは、本明細書で使用するのに好ましい。
【００７４】
　「ビタミン」とは、ビタミン、プロビタミン、並びにそれらの塩、異性体及び誘導体を
意味する。好適なビタミンの非限定例としては：ビタミンＢ化合物（Ｂ１化合物、Ｂ２化
合物、Ｂ３化合物、パンテノール又は「プロＢ５」などのＢ５化合物、パントテン酸、パ
ントテニル；ピロキシジン、ピリドキサル、ピリドキサミンなどのＢ６化合物；カルニチ
ン、チアミン、リボフラビン）；ビタミンＡ化合物、並びにレチノイド、レチノール、酢
酸レチニル、パルミチン酸レチニル、レチノイン酸、レチンアルデヒド、プロピオン酸レ
チニル、カロチノイド（プロビタミンＡ）、及びビタミンＡの生物活性を保有している他
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の化合物などの、ビタミンＡのすべての天然及び／又は合成類似体；ビタミンＤ化合物；
ビタミンＫ化合物；ビタミンＥ化合物、又はソルビン酸トコフェロール、酢酸トコフェロ
ール、コハク酸トコフェロールなどのトコフェロール、トコフェロールとトコフェリル化
合物のその他のエステル；アスコルビン酸塩、脂肪酸のアスコルビン酸エステル、並びに
アスコルビン酸誘導体、例えば、アスコルビン酸リン酸マグネシウム及びアスコルビン酸
リン酸ナトリウムなどのリン酸アスコルビル、アスコルビン酸グルコシド、及びソルビン
酸アスコルビルなどの、ビタミンＣ化合物；並びに飽和及び／又は不飽和脂肪酸などのビ
タミンＦ化合物；が挙げられる。
【００７５】
　特定の実施形態では、パーソナルケア組成物は、ビタミンＢ３化合物を含む。本明細書
で使用するとき、「ビタミンＢ３化合物」とは、次式：
【００７６】
【化８】

　を有する化合物及びこれらの誘導体並びにこれらの任意の塩類を意味し、式中、Ｒは、
－ＣＯＮＨ2（すなわち、ナイアシンアミド）、－ＣＯＯＨ（すなわち、ニコチン酸）又
は－ＣＨ２ＯＨ（すなわち、ニコチニルアルコール）である。
【００７７】
　パーソナルケア組成物は、ヘキサミジン化合物、その塩及び誘導体を含有し得る。本明
細書で使用するとき、「ヘキサミジン化合物」は、次式：
【００７８】
【化９】

　を有する化合物を意味し、式中、Ｒ1及びＲ2は場合により、すなわち有機酸（例えば、
スルホン酸など）である。好適なヘキサミジン化合物としては、Ｅｌｅａｓｔａｂ（登録
商標）ＨＰ１００としてＬａｂｏｒａｔｏｉｒｅｓ　Ｓｅｒｏｂｉｏｌｏｇｉｑｕｅｓか
ら市販のヘキサミジンジイセチオネートが挙げられる。
【００７９】
　本明細書で使用するとき、「ペプチド」とは、１０個以下のアミノ酸を含むペプチド、
及びこれらの誘導体、異性体、金属イオン（例えば、銅、亜鉛、マンガン、マグネシウム
など）など他の種との錯体を意味する。「ペプチド」とは、天然起源ペプチド及び合成ペ
プチドの両方を指す。また、本明細書で有用なのは、ペプチドが含まれている天然由来の
組成物及び市販されている組成物である。ペプチドには、少なくとも１つの塩基性アミノ
酸（例えば、ヒスチジン、リシン、アルギニン）が含有され得る。例えば、好適なペプチ
ドは、ジペプチドカルノシン（β－ａｌａ－ｈｉｓ）、トリペプチドｇｌｙ－ｈｉｓ－ｌ
ｙｓ、トリペプチドｈｉｓ－ｇｌｙ－ｇｌｙ、トリペプチドｇｌｙ－ｇｌｙ－ｈｉｓ、ト
リペプチドｇｌｙ－ｈｉｓ－ｇｌｙ、テトラペプチドｇｌｙ－ｇｌｎ－ｐｒｏ－ａｒｇ、
ペンタペプチドｌｙｓ－ｔｈｒ－ｔｈｒ－ｌｙｓ－ｓｅｒ、ペプチドの親油性誘導体、及
び前出のものの金属錯体（例えば、トリペプチドｈｉｓ－ｇｌｙ－ｇｌｙの銅錯体（ラミ
ンとしても既知））である。他の好適なペプチドとしては、ペプチドＣＫ（ａｒｇ－ｌｙ
ｓ－ａｒｇ）；ペプチドＣＫ＋（ａｃ－ａｒｇ－ｌｙｓ－ａｒｇ－ＮＨ２）；及びペプチ
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ドＥ、ａｒｇ－ｓｅｒ－ａｒｇ－ｌｙｓが挙げられる。市販のトリペプチド誘導体含有組
成物は、１００ｐｐｍのパルミトイル－ｇｌｙ－ｈｉｓ－ｌｙｓを含有しているＢｉｏｐ
ｅｐｔｉｄｅ　ＣＬ（登録商標）（Ｓｅｄｅｒｍａ，フランス）であり、市販されている
。市販のペンタペプチド誘導体含有組成物は、１００ｐｐｍのパルミトイル－ｌｙｓ－ｔ
ｈｒ－ｔｈｒ－ｌｙｓ－ｓｅｒを含有するＭａｔｒｉｘｙｌ（登録商標）（Ｓｅｄｅｒｍ
ａ，フランス）である。好適なペプチドは、Ｃ端末のアミノ酸にスレオニンを有するジペ
プチド系分子であり、例えば、米国特許第２００７／００２０２２０（Ａ１）号に記載の
パルミトイル－ｌｙｓ－ｔｈｒなどである。
【００８０】
　本明細書で有用なペプチド誘導体としては、パルミトイル誘導体などの親油性の誘導体
が挙げられる。一実施形態では、ペプチドは、パルミトイル－ｌｙｓ－ｔｈｒ－ｔｈｒ－
ｌｙｓ－ｓｅｒ、パルミトイル－ｇｌｙ－ｈｉｓ－ｌｙｓ、これらの誘導体、及びこれら
の組み合わせから選択される。
【００８１】
　ポリフェノール化合物としては、米国特許第５，６８６，０８２号に広範に開示される
ものなどのフラボノイドが挙げられる。代表的なフラボノイドとしては、１つ以上のフラ
ボン、１つ以上のイソフラボン、１つ以上のクマリン、１つ以上のクロモン、１つ以上の
ジクマロール、１つ以上のクロマノン、１つ以上のクロマノール、これらの異性体（例え
ば、シス／トランス異性体）、及びこれらの混合物が挙げられる。好適なフラボン及びイ
ソフラボンとしては、非置換フラボン、非置換イソフラボン、ダイゼイン（７，４’－ジ
ヒドロキシイソフラボン）、ゲニステイン（５，７，４’－トリヒドロキシイソフラボン
）、エクオル（７，４’－ジヒドロキシイソフラバン）、５，７－ジヒドロキシ－４’－
メトキシイソフラボン、７，２’－ジヒドロキシフラボン、３’，４’－ジヒドロキシナ
フトフラボン、７，８－ベンゾフラボン、４’－ヒドロキシフラボン、５，６－ベンゾフ
ラボン、大豆イソフラボン（例えば、大豆から抽出されたイソフラボン）及びこの雑種（
例えば、ムラサキツメクサ）などのその他の植物資源、並びにこれらの混合物が挙げられ
る。他の好適なフラボノイドとしては、ヘスペリチン、ヘスぺリジン及びこれらの混合物
が挙げられる。他のポリフェノール化合物としては、ヘキシルレゾルシノール及びテトラ
ヒドロクルクミノイド、例えば、テトラヒドロクルクミン（すなわち、ＩＮＩＣ名テトラ
ヒドロジフェルロイルメタン）、テトラヒドロデメトキシクルクミン（すなわち、ＩＮＩ
Ｃ名テトラヒドロデメトキシジフェルロイルメタン）及びテトラヒドロビスメトキシクル
クミン（すなわち、ＩＮＣＩ名テトラヒドロビスデメトキシジフェルロイルメタン）など
が挙げられる。
【００８２】
　ヒドロキシ酸としては、α－及びβ－ヒドロキシ酸が挙げられる。好適なα－ヒドロキ
シ酸としては、グリコール酸、乳酸、りんご酸、クエン酸、酒石酸、及びこれらの誘導体
が挙げられる。好適なβ－ヒドロキシ酸としては、サリチル酸、カルニチン及びこれらの
誘導体が挙げられる。
【００８３】
　本発明の局所用組成物は、１つ以上のＮ－アシルアミノ酸化合物を含み得る。アミノ酸
は、当該技術分野において既知のいかなるアミノ酸の１つでもあることができる。本発明
のＮ－アシルアミノ酸化合物は、次式の化合物に相当する。
【００８４】
【化１０】
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　式中、Ｒは、水素、アルキル（置換又は非置換、分岐鎖又は直鎖）、又はアルキルと芳
香族基との組み合わせであり得る。Ｒ1は、Ｃ1～Ｃ30、飽和又は不飽和、直鎖又は分岐鎖
、置換又は非置換のアルキル；置換又は非置換の芳香族基；又はそれらの混合物であるこ
とができる。特定の実施形態では、Ｎ－アシルアミノ酸化合物は、Ｎ－アシルフェニルア
ラニン、Ｎ－アシルチロシン、これらの異性体、これらの塩、並びにこれらの誘導体から
なる群から選択される。アミノ酸は、Ｄ異性体又はＬ異性体、あるいはそれらの混合物で
あることができる。代表的なＮ－アシルアミノ酸は、Ｎ－ウンデシレノイル－Ｌ－フェニ
ルアラニンであり、アシル基は、Ｃ１１モノ不飽和脂肪酸基であり、アミノ酸はフェニル
アラニンのＬ－異性体である。Ｎ－ウンデシレノイル－Ｌ－フェニルアラニンは、ＳＥＰ
ＰＩＣから商標名Ｓｅｐｉｗｈｉｔｅ（登録商標）で市販されている。
【００８５】
　フィトステロールは、合成又は天然由来であってよく、純粋な化合物又は化合物の混合
物（例えば、天然資源からの抽出物）として用いることができる。フィトステロールは、
一般的に、植物油脂の不鹸化画分に見られ、遊離ステロール、アセチル化誘導体、ステロ
ールエステル、エトキシル化又はグリコシド誘導体として利用可能である。代表的なフィ
トステロールとしては、β－シトステロール、カンペステロール、ブラシカステロール、
δ－５－アヴェンナステロール（avennasterol）、ルペノール、α－スピナステロール、
スティグマステロール、これらの誘導体、異性体、互変異性体及びこれらの組み合わせが
挙げられる。これらの成分はＡｌｄｒｉｃｈ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ（Ｍｉ
ｌｗａｕｋｅｅ，ＷＩ．）又はＳｉｇｍａ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ（Ｓｔ．
Ｌｏｕｉｓ，ＭＯ）から市販されている。
【００８６】
　その他の好適なスキンケア有効成分としては、ヘキシルレゾルシノール、グリチルレチ
ン酸及びトコフェロールコハク酸エステルが挙げられる。
【００８７】
　また、所与の製品型に従来使用される成分のような、あらゆる他の好適な任意構成要素
も、本発明のパーソナルケア組成物に含まれることができる。パーソナルケア製品協会の
、「国際化粧品成分辞典及びハンドブック（International Cosmetic Ingredient Dictio
nary and Handbook）」第１３版（２０１０年）には、本明細書に記載の組成物に添加す
ることのできる広範な機能性成分の非限定例が記載されている。これらの機能性成分の例
としては、限定するものではないが：研磨剤、吸着剤、芳香剤、にきび薬、凝固防止剤、
抑泡剤、抗菌剤（例えば、ヨードプロピルブチルカルバメート）、抗真菌剤、抗酸化物質
、結合剤、緩衝剤、増量剤、キレート剤、着色剤、化粧料用収斂剤、化粧料用殺生物剤、
変性剤、収斂剤、外用鎮痛薬、フィルム形成剤、乳白剤、ｐＨ調整剤、植物誘導体、植物
抽出物、植物組織抽出物、植物種子抽出物、植物油、ボタニカル抽出物、保存料、噴射剤
、還元剤、皮脂調節剤、金属イオン封鎖剤、皮膚漂白剤、皮膚コンディショニング剤（例
えば、保湿剤及び閉塞剤（occlusive agents））、並びに皮膚保護薬が挙げられる。他の
好適な追加のパーソナルケア成分としては、米国特許第２０１０／０１１２１００号の第
５１３～８３９段落に掲載される成分が挙げられる。
【００８８】
　パーソナルケア組成物の使用法
　本発明のパーソナルケア組成物は、数多くのケラチン組織の状態を改善又は調節するの
に有用である。パーソナルケア組成物の使用法に関して使用するとき、「調節する」は、
外観及び／又は触感にわずかな劣化を有するあるいはまったく劣化を有さないケラチン組
織の外観及び／又は触感を維持することを意味し、「改善する」は、ケラチン組織の外観
及び／又は触感に好ましい変化を生じさせるよう作用することを意味する。ケラチン組織
の外観及び／又は触感効果は、即時的効果又は持続的効果であってよい。他の実施形態で
は、パーソナルケア組成物は、ケラチン組織に生理学的な変化を生じさせ得る。
【００８９】
　調節又は改善されるケラチン組織の状態としては、限定するものではないが、ケラチン
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組織の肥厚（例えば、皮膚の表皮及び／又は真皮及び／又は皮下層の構築、並びに爪及び
毛幹のケラチン層に塗布可能）、萎縮、やわらかさ及び／又は手触り、かゆみ、目の下の
クマ及び／又は目の腫れぼったさ、皮膚の黄ばみ、たるみ（例えば、糖化）、日焼け、落
屑、剥離及び／又は哺乳類の皮膚の代謝回転向上、毛穴の大きさ、油っぽさ／てかつき、
哺乳類の皮膚上の炎症後色素沈着、クモ状血管及び／又は赤いシミ（red blotchiness）
などの色素沈着過剰、細かいシワ、乾燥状態（例えば、ひび割れ、鱗屑状の剥がれ、かさ
つき）、セルライト、及びニキビが挙げられる。
【００９０】
　調節又は改善できるその他の角質の状態としては、皮膚に生じる加齢の兆候が挙げられ
、限定するものではないが、外観及び触感により表されるすべての状態、並びにケラチン
組織の老化により生じる任意のマクロ又はミクロな作用が挙げられる。これらの兆候は、
限定するものではないが、しわ及び深いしわ、小じわ、縦じわ、陥没、隆起、大きな毛穴
、キメの粗さ又は肌荒れなどの、質感が不連続的であるために生じるもの；肌の弾力の喪
失；変色（目の下のクマなど）；おでき；皮膚の黄ばみ；皮膚領域の色素沈着加齢による
シミ及びそばかす；角化症；異常な分化；過剰な角質化；弾力線維症；コラーゲンの分解
、並びに角質層、真皮、表皮、血管系及び皮膚下の（特に皮膚に近接する）組織（例えば
、脂肪及び／又は筋肉）におけるその他の組織構造の変化（例えば、末梢血管拡張又はク
モ状血管）などの進行により表れる。
【００９１】
　本発明のパーソナルケア組成物は、傷害を受けたケラチン組織の改善又は調節に有用で
ある。「損傷を受けたケラチン組織」とは、例えば物理的な及び／又は化学的な刺激に曝
された後で不快感、炎症、好ましくない又は不整な外観等を示すケラチン組織を意味する
。傷害を受けたケラチン組織の非限定例としては、火傷（例えば、日焼け、風焼け、化学
的熱傷、又は熱傷）；発疹（例えば、おむつかぶれ、剃刀負け、及びアレルゲンにより誘
導される発疹）；変色（例えば、白斑、しみ、色素沈着過剰）；切り傷（nicks and cuts
）（例えば、カミソリによる傷害）；並びに乾燥、肌荒れ又はかさつき（例えば、風、冷
気及び／又は低湿度に曝露されたことによる）が挙げられる。損傷の非限定的な例として
は、放射線、風、低湿度、アレルゲン、汚染源、化学的な及び自然の刺激、体液、体外排
泄物、過剰な水分、細菌、真菌、等が挙げられる。
【００９２】
　パーソナルケア組成物の製造方法
　上記の通り、パーソナルケア組成物は多様な形態を取り得る。以降の手法は例示的なも
のであり、限定するものとして読まれるものではない。パーソナルケア組成物が油分散体
又は溶液の形態である場合、以降の手法を使用することができる。十分な量のイソソルビ
ドジエステルを提供し、固形ＵＶ有効成分を可溶化させる。適切な容器中で、固形ＵＶ有
効成分をイソソルビドジエステルと組み合わせる。組み合わせたものを混合し（例えば、
撹拌棒を入れた電磁撹拌器）、所望により７０℃に加熱する。可溶性及び／又は相溶性の
追加成分を加えてもよい。溶質が視認されなくなるまで組成物を混合する。当該技術分野
で既知の装置及び手法により混合又は均質化することができる。好適な方法及び装置とし
ては、ミキサー又は振とうプレートなどの機械による手法、ソノレーター（sonolator）
又は液体ホイッスルなどの高圧による手法、及び超音波処理器などの超音波による手法が
挙げられる。典型的には、混合及び所望により７０℃での加熱が、１０分以下で行われる
。場合により組成物を適切な容器に移す。組成物を冷却させてもよい。
【００９３】
　パーソナルケア組成物がエマルションの形態である場合、油相は上記の手法に従って調
製することができる。別の容器では、水及び／又は水混和性溶媒などの水性キャリアと、
存在する場合には任意の水溶性成分とを組み合わせて、水相を調製する。組み合わせたも
のを混合し（例えば、撹拌棒を入れた電磁撹拌器）、所望により７０℃に加熱する。エマ
ルションの具体的な形態（Ｏ／Ｗ又はＷ／Ｏ）に応じ、適切な相に乳化剤を添加すること
ができる。典型的には、乳化剤は、連続相に添加することができる。更に、所望されるエ
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マルション形態に応じ、油相には水相を加えることができ、逆もまた同様に行うことがで
きる。このエマルションを混合し（例えば、撹拌棒を入れた電磁撹拌器）、所望により７
０℃に加熱することができる。溶質が視認されなくなるまで組成物を混合する。当該技術
分野で既知の装置及び手法により混合又は均質化することができる。典型的には、混合及
び所望により７０℃での加熱が、１０分以下で行われる。場合によりエマルションを適切
な容器に移す。このエマルションを冷却させてもよい。
【実施例】
【００９４】
　実施例１～３は、ＵＶ保護効果を提供するパーソナルケア組成物である。
【００９５】
【表１】

　1　Ｃｏｇｎｉｓ（商標）のＥｍｕｌｇａｄｅ（商標）ＰＬ６８／５０
　2　Ｓｅｐｐｉｃ（商標）のポリアクリルアミド、Ｃ１３～１４イソパラフィン及びラ
ウレス－７
　3　Ｅｑｕｉｓｔａｒ（商標）のポリエチレンホモポリマースフェア
　4　Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ（商標）のジメチコン及びジメチコノール
　5　ＢＡＳＦ（商標）のビス－エチルヘキシルオキシフェノールメトキシフェニルトリ
アジン
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　6　Ｓｙｎｔｈｅｏｎ，Ｌｔｄ．（Ｂｏｏｎｔｏｎ，ＮＪ）のジオクタノイルイソソル
ビド。
【００９６】
　適切な容器中で、水相材料を組み合わせ、７５℃に加熱する。別の適切な容器で、油相
材料を組み合わせ、７５℃に加熱する。次に油相を水相に加え、得られたエマルションを
すり混ぜる（例えば、Ｔｅｋｍａｒ　Ｔ－２５により）。次に、増粘剤をエマルションに
加え、撹拌しながらエマルションを４５℃に冷却する。４５℃にて、残りのその他の成分
を加える。次に、撹拌しながら生成物を３０℃になるまで冷却し、再度すり混ぜ、次に適
切な容器に注ぎ入れた。
【００９７】
　試験例
　以降の試験において、試験する固形の溶質の溶解性に関し、「可溶性」（又は「可溶化
する」）とは、貯蔵条件下での規定の貯蔵期間後に視認可能な結晶が確認されないことを
意味する。貯蔵期間は変更することができる。好適な貯蔵期間は、約２４時間、約１週間
及び約３０日間である。好適な貯蔵条件としては、周囲条件又は５℃での冷蔵条件が挙げ
られる（約０．１ＭＰａ（１ａｔｍ））。特定の実施形態では、溶解度は、周囲条件下で
２４時間経過後に評価することができる。他の実施形態では、溶解度は、冷蔵条件下で２
０日後に評価することができる。他の試験パラメーターとしては、より長期間の貯蔵（例
えば、３０日間、５０日間、６０日間、９０日間）及び各種温度（例えば、５℃、５０℃
）が挙げられる。
【００９８】
　実施例１－２種類の従来の工業規格の溶媒に対する溶解性について、本発明の範囲内の
イソソルビドジエステルの溶解性を試験した。ブチルメトキシジベンゾイルメタン（すな
わち、ＤＳＭからＰＡＲＳＯＬ（登録商標）１７８９として市販のアボベンゾン）を固形
ＵＶ有効成分として使用して、ジカプリン酸イソソルビド、ラウロイルサルコシン＝イソ
プロピル、並びにＣ１２～１５安息香酸アルキルへの溶解性を試験した。各種溶質：溶媒
比で、溶媒及び固形日焼け止め剤（溶質）を混合し、７０℃に加熱した。７０℃に達した
ら、本例は約１０分間混合してよい。混合物をバイアル瓶に入れ蓋をし、貯蔵温度に冷却
した。室温で混合してから２４時間後に試料の溶解度を評価した。５℃で７日間貯蔵後、
周囲条件下で平衡化させた試料の溶解性も評価した。結果を表１に示す。データにより、
イソソルビドジエステルの溶解性は、工業規格の溶媒と同程度であることが実証される。
【００９９】
【表２】

【０１００】
　実施例２－２種類の従来の工業規格の溶媒に対する溶解性について、本発明の範囲内の
イソソルビドジエステルの溶解性を試験した。ビス－エチルヘキシルオキシフェノールメ
トキシフェニルトリアジン（すなわち、ＢＡＳＦからＴｉｎｏｓｏｒｂ（登録商標）Ｓと
して市販のベモトリジノール）を固形ＵＶ有効成分として使用して、ジカプリン酸イソソ
ルビド、ラウロイルサルコシン＝イソプロピル、並びにＣ１２～１５安息香酸アルキルへ
の溶解性を試験した。各種溶質：溶媒比で、溶媒及び固形日焼け止め剤（溶質）を混合（
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例えば、撹拌棒と磁気撹拌プレートとにより）し、７０℃に加熱した。７０℃に達したら
、本例は約１０分間混合してよい。混合物をバイアル瓶に入れ蓋をし、貯蔵温度に冷却し
た。室温で混合してから２４時間後に試料の溶解度を評価した。５℃で７日間貯蔵後、周
囲条件下で平衡化させた試料の溶解性も評価した。結果を表２に示す。データにより、イ
ソソルビドジエステルの溶解性は、工業規格の溶媒よりも優れていることが実証される。
【０１０１】
【表３】

【０１０２】
　本明細書に開示した寸法及び値は、記載された正確な数値に厳密に限定されるものと理
解されるべきではない。むしろ、特に断らない限り、そのような寸法のそれぞれは、記載
された値及びその値の周辺の機能的に同等の範囲の両方を意味するものとする。例えば、
「４０ミリメートル」として開示される寸法は、「約４０ミリメートル」を意味するもの
である。
【０１０３】
　相互参照されるか又は関連するすべての特許又は特許出願を含む、本願に引用されるす
べての文書を、特に除外すること又は限定することを明言しない限りにおいて、その全容
にわたって本願に援用するものである。いずれの文献の引用も、こうした文献が本願で開
示又は特許請求されるすべての発明に対する先行技術であることを容認するものではなく
、また、こうした文献が、単独で、あるいは他のすべての参照文献とのあらゆる組み合わ
せにおいて、こうした発明のいずれかを参照、教示、示唆又は開示していることを容認す
るものでもない。更に、本文書において、用語の任意の意味又は定義の範囲が、参考とし
て組み込まれた文書中の同様の用語の任意の意味又は定義と矛盾する場合には、本文書中
で用語に割り当てられる意味又は定義に準拠するものとする。
【０１０４】
　本発明の特定の実施形態が例示され記載されてきたが、本発明の趣旨及び範囲から逸脱
することなく他の様々な変更及び修正を実施できることが、当業者には自明であろう。し
たがって、本発明の範囲内にあるそのようなすべての変更及び修正を添付の特許請求の範
囲で扱うものとする。
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得る。前述のパーソナルケア組成物の製造方法が開示される。
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